










京都 の 町家 にお け る コ ミュニ ケ ー シ ョン
招かれざる訪問者









近年,京 都の町家は,単 なる 「老朽木造家屋」ではな く,魅力的な 「京町家」として再評価










店棟 と主屋の3棟から構成されている。通 りに面 した店棟で商売を行い,主屋の最 も奥に正式
な座敷がある。主屋の トオ リニワに面 した1列 目は主に家族の私的な空間であり,2列 目は訪





















家の特性を見ていく。また,コ ミュニティという共同体の視点ではな く,住人を主体 として,
住まいの内側から訪問者を迎えるという視点をとる。
マンション建設が景観問題 として採 り上げられるようになった平成以降の鉾町地域を扱 った
ものとして,建 築の分野では,谷直樹 ・増井正哉他 『まち祇園祭すまい』がある151。町内会や


























平成10年 よ り年中行事 の参与観察。
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へ配 る役 目が回って くる。A母 がよそゆきの菓子鉢
にヨモギ団子を盛 りつけ,よそゆきの縮緬の風呂敷
に包んでA娘 に渡 しながら,口上を伝授する。A娘
は口上を復習 しなが ら,数メー トル離れた,同様の
表屋造 りである隣家の戸口に到着する(図2)。
一枚 目の重いガラス戸を開け,ト オリニワへ踏み
込む。 日中,表 の戸は施錠されていない。 ミセサキ,
ゲンカンサキのニワと次々と通 り過ぎ,二枚 目の戸
を開ければ,ハ シリの入り口がある。自宅とは場所
が異なるが,隣 家では表貸 しを行 っていたためtl°,




う口上を述べる。夫人は 「お手間入 りをいつ もご丁
寧に。ちょうだい します。ちょっと待っといて くれ
やっしゃ。」 と丁寧に受け答え,一 旦奥のハシリへ





このように町内の家を訪れる場合,家 の造 りや用件に応 じて,内玄関の手前,あ るいはゲ ン
カンサキのニワで声をかける。回覧板は,一声かけて,内玄関の上がり框に置き,顔 を合わせ
ずに帰る。ハ シリより奥へは入らないが,手前に目印として暖簾がかかっていることが多い。









定期的に家の手入れや内向きの用件で出入 りす る職人やご用聞きがいる。彼等は,ハ シリま
で,あ るいはウラへも入ることができるasiO魚屋や八百屋などのご用聞きは,週 に数度,注 文
を取 り,再び商品を届けに来る。ゲンカンサキで 「こんにちは」と声をかけ,住人の応答がな
くとも暖簾内のハシリまで入 って待つ。時節のものを言われな くても用意 したり,大皿に盛 り
つけたり,というサービスも商売に付随 して行う㌦
大工や植木屋は トオ リニワを抜けてウラまで直進する任駁 図3)。トオ リニワは土足で行き来
できるため,履き物を脱がずに作業場へ赴き,縁側などに腰をかけて休憩することができる。







通常,訪 問者は立 ったままミセサキで用事を済ませる。住人はミセノマに座 って応対するが,
時には上が り框に用意 した煙草盆や座布団を勧める(図4)。訪問者は履き物を履いたまま,
框に腰をかけて一服する。
込み入 った話の場合,訪 問者は案内に従い,ゲ ンカ ンか ら履き物を脱いで上が り,チャノマ
に座 る(図5)。ゲ ンカンノマには,いつ訪問があって もよいように屏風をたて,季節の生 け






花や屏風 も状況や時節に応 じて しつらえ,時 には香をた く。ガラス障子に広がるニワサキも座
23
図4ミ セノマの」二がり框 図5チ ャノマ 図6正 月のゲ ンカ ンノマ
敷にふさわしい景色として洗練 されてきだII。食事は住人が作 るのではな く,仕出し屋を呼ん




正月の年始参 りは当主の役目であった。昭和40年代頃までは,B家 の当主 も町内や近隣の
知人,商売上の客など,袂が名刺で重 くなるほど,数多 く訪れたという。住人は訪問者のため
にゲンカンノマを特別にしつらえる(図6)。「松に雪」の屏風を飾 り,段通囎を敷き,上 が り
框 には緋毛氈を敷 く。手あぶ りと名刺置き,座布団を用意する。前節の ミセノマの対応 と同様,
一服を勧めるものだが,これより奥には招かないという意思表示でもあり,ほとんどの訪問者
はゲンカンサキで失礼する。当主 も年始回 りのため留守の場合が多く,挨拶 もせず,名 刺だけ
を残す訪問者 も多い。
正月の座敷は訪問者のためではな く,家族一同で祝 うためのしつらえである"?A。床の間には




主は町内の仕事で多忙にも拘わらず,通 りで知 り合いを見かけると 「お祭ですのでどうぞ」 と
気軽に招き入れていたという。「屏風祭」 と称 されるほど,表 の ミセノマやオクの座敷 には
「とっておき」の屏風が披露 される。網代や籐む しろ等,夏 の敷物の上に段通を敷 く。花は緋
扇 一年で最 も華やかな場所 となる。
日中には薄茶と菓子,夜 にはビールとおつまみ,軽 い食事でもてなす。宵山には夕方以降の






が多いが,住人にとって最 もあ りがたいのは 「お初穂」 と呼ばれる金封である。金や酒は町内
のご神体へのお供えとして預か り,後ほど町内へ寄付する。祭の接待は町内のご神体や祭神で
ある祇園さんのお祝いなのである。帰り際に返礼 としてちまきを渡す⑳。
多 くの親類がそろう法事では,仏間で法要の後,親 類一同にお供養の膳を準備す る。B家 で
は50人もの縁者をもてな したことがある。続きの間との取 り合いの建具をはず し,一体の空
間とする。周囲に段通を敷き回 して座れば,仕 出 しを呼んで会食することができた。
「なんぞごとのとき」には,家 に伝わるお決ま りの しつらえを行い,訪問者を迎える。季節
や行事に応じた花や掛け軸などを用意 し,よそゆきの座敷を整える。特に段通は,部分的に空







ているものとしては,トオ リニワの位置づけがある。接する部屋 との位置関係,敷 居や土間と
の段差などにより,場所性が明確である。庭が見える場所 も重要な要素である。表屋造 りの主
屋を2列 に分けたこともデザイ ンの一つである。


















住まいの基盤が変化すると共に訪問者の質 も変化する。路地 と表屋,借 家人と家持ちの違い
を始めとする,町内の人々の階層差が表向きは消えた6∞。夜間人口が減少 した町内に昭和60年
前後か らマンションが急増 し,旧住人よりも多い新住人が一度に町内へ移 り住むようになった。
お出入 りという仕組みも途絶えつつある6U。商売の環境が変わるとともに,A・B両 家 とも,
自身の商売は閉め,商用の訪問者が消えた。






では,ど のように対処 してきたのか,こ の10年の取 り組みの中で特に多 くの訪問者を受 け
入れる祭の状況を見ていこう。B家 では平成8年,宵 山にのべ180人の訪問者を迎えた62。賓
客から,知 り合いを介 して訪れる人々まで,一様にもてなすわけではない。
まず,場 所を変えるという方法がある。数組の訪問者が重複 した場合,親 しい訪問者を,一
番格が高い座敷ではなく,ハナレや蔵,ウ ラニワなど,別の場所に案内 し,くつろいでもらう
(図7)。動線として トオ リニワを利用すれば,他の訪問者に知 られずに別室へ移動できる。キッ
チンやウラニワなどの裏方には手伝いとして参加する別種の訪問者がお り,繁忙を極めている
が⑬,家元関係や住職など,別格の訪問者を案内することがある。通常目にすることはできな
い別世界で,と きには手伝いに誘 う。「誰でも入ることができないか らこそVIP席」 と見な






ど,あ る訪問者にとって有益とな りそうな人 々の来
訪を事前に知 らせ,日 程を調整 し,両者を引き合わ
せる。あるいは旧知の訪問者が住人にふさわしいと






問者の評価 も含めて情報交換を行う。 しつ らえの評





















り席になるためか,黙 って家に上が り込む訪問者 も少な くない6°。不用心なので,2年 前か ら
結界や進入禁止の棒をおき,無粋であるが見た目で撃退することにした(図8)。
町家に興味を持ち,題材として研究 ・活動する訪問者の中に基本的なコミュニケーションの





以上,ま とめてみると,本来,コ ミュニケーションの仕組みは新 しく参入 してきた人たちに








町家の魅力を再考 しておこう。昨今急増 している,町家 ショップといわれる改造町家と比較
すると問題が明確になるであろう。昔の雰囲気,形 の取 り合わせ,空 間の使い方や読み替え,
大胆な改装など,様々な創意工夫が住まいとしての町家を 「町家 ショップ」へ と変えていく。
住まいとは異なり,販売や飲食などサービスの場には,コ ミュニケーションの仕組みや秩序は





あるか らこそ,町家を守っている,と いうB濁。逆にそれがなくなれば,存 在の意味はないとも
いう。 もはや現在の町家には,か つて存在 していた豊かなコミュニケーションの残骸があるだ
けに過ぎない。 しかし,町家 には,現代の 「普通の家」では包括することのできない,社会的
なつなが りや広が り,複雑な人間関係が整然 と詰め込まれていた。同時にコミュニケーション
の仕組みに適合するようにデザインされてきたものが表屋造 りなのである。言 い換えれば,表
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(7)言葉に焦点を当てたものとして,寿岳章子 『暮 らしの京ことば』朝日新聞社,1979年,河野仁昭 『京
ことばの知恵』光村推古書院,2002年など。住人自身が作法との関わりで披露 している最近のものに,
山中恵美子 『よそさんは京都のことを勘違 いしたはる。』学習研究社,2003年,及び小島冨佐江 『京
の町家 丁寧な暮らし』大和出版,2004年など。
⑧ 現在普通に家族が暮らしており,匿名 とする。間取 りや家族構成など,考察に影響 しない部分につい
ては脚色を加えた。著書などの記録が一部公開されているが,プ ライバシーに配慮 し,引用や写真 ・
図版は,必ず しも対象家族のものではないことを断 っておく。
⑨ 先立 って河原や御所でヨモギを摘む。灰汁抜きをしてゆで,蒸 し上げた団子生地にあわせてつきあげ
る。楕円形に型押 ししたのち,粒あんをはさみ,半月形のヨモギ団子を作る。他に生地のまま白いも
の,ニ ッキを混ぜたもの,以 上3色 の団子を作 り,仕上げにきな粉をふる。京都関連の随筆では,ヨ
モギ団子ではなく,ぼた餅の記述が多い。大村 しげは 「お彼岸には,お茶の子というて,仏 さんのお
供養に,親類やら隣近所へおはぎを配 った。おはぎは萩の餅。お重にはいっているのを,こ どもはか
しこそうな声を出して 「こんにちは,お彼岸さんのお茶の子でございます」そしておだちんをもろう
て帰ると,も ういっぺん 「ただいまはおおきに」 とお礼にいく。」と書いており,彼岸のおすそわけ
は一般的な行事であった。朝日新聞京都支局編 「あんなあへえ』1974年,220頁。
(10)住まいを奥に移し,通 りに面 したミセノマなどを貸すこと。テナント貸 しである。商売を閉め,隠居
29
やサラ リーマンになった場合,ミ セノマは必要ではなくなる。A家 の隣家は昭和50年代まで表貸 しを
行 っていた。B家 では戦後,現 在に至るまで数社に貸 してきた。
(11)飴などの駄菓子や駄賃のこと。






電話か ら 「今,表 にいるんですが」 と電話をかけてきたこともあるという。
(1N帰り際に訪問者は 「おやかまっさんどした」という挨拶を残す。お騒がせ致 しました,と いう他の家
族への断 りでもある。
(15)西陣のある女性の語りでは 「お向かいの去年90歳で亡くなったおばあさんが 「○○(伏 せ字は筆者に
よる)はんとこ,暖簾から中,入れてもうたことあらへん。おばあさん死なはってから気楽に入らせ
てもらえるわ」言うてね,し ょっちゅう見えられました。(義母が)ガ ンとして 「暖簾か ら中は人,
いれた らいかん」いわはるんです。」京町家再生研究会編 『京町家の暮らし 京町家ブックレット』
1999年。
(16)町家住人の手記 として,吉 田孝次郎 「昭和25年頃か,よ うやく食糧も出まわって,私 は鳴海餅でアル
バイ ト。餅屋の小僧は祝餅を届ける特権で常は入 り込めない家々の走 りもと(ハ シリ,いわゆる炊事
場のこと)へ潜入を許され,よ そ様の住まいぶりを実見することができた。」木の文化都市研究グルー
プ(代 表 東樋口護 ・宗田好史)「トヨタ財団助成 木の文化都市 中間報告』1996年,49頁。
αの 祭や正月など,各家の料理に合わせて,お決まりのものを用意する。刺身などは大皿に美 しく盛 りつ








⑳ 座敷に面 したニワサキには,松 など季節を問わない常緑樹が植えられていることが多い。いつでも訪
問者をもてなすことができるようにという工夫である。梅や紅葉など季節を感 じさせるものも少 しば













⑳A家 では当主存命中,訪 問者をオクへ通すことはほとんどなかった。表の ミセノマが町内の飾り席と




がもてなしたい,と思っているので,遠 慮しな くていいですから」 とア ドバイスされた。通常はおも
てなしに預かってはいけないという習慣の反証である。
⑫の ちまきはもともとお礼に渡すものであり,販売が一般的になったのは戦後である。今でも,巡行時,
お伴の知人か ら 「本 日はおめでとうございます」と扇子に載せたちまきを頂 くという場面がある。寄
付については,所定の領収書がある町内もあり,金額に応じて手ぬぐいやうちわなど,返礼として渡
すことが決められている。
㈱ 最たる違いは,伝統工法では一つ石の上に柱を立てるが,戦 後の在来工法ではコンクリー トで固めた
布基礎に柱を緊結する必要がある。町家の工法については,京 町家作事組編 「町家再生の知恵と技
京町家のしくみと改修のてびき』,学芸出版社,2002年。
(29)昭和30年代後半から昭和の終わりにかけて,建 て替え状況を事例研究 したものとして,伊從勉 ・丹羽
結花 ・船附久美子 「京都都心部における町家と街区の空間構成の変容について:戦 後の都市計画法制
が歴史都市にもたらしたもの」人間 ・環境学第8巻,1999年,25-56頁。
⑳ 戦後,持 ち家志向が高まり,路地家屋の多くが個人所有になる。拙稿 『近代 ・京都まちなかの土地所
有の変遷 一 二つの町を事例として』人文(京 都工芸繊維大学工芸学部)第52号,2004年,149-159
頁。
(allお出入 りを継続 している職人も住人への気遣いから,昼は外食,ペ ット飲料を持ち込み 「構わないで
ください」と言い,お互いのやりとりする機会が消えていく。職人が来ている時はわずらわしいので
家を留守にするという住人もいる。やりとりに関しては,も のについても 「よそゆき」が死語にな り,
使い捨て容器を使用すると,器の往復とともになされるコミュニケーションが消える。「おすそわけ」
する先 もなくなって しまった。






裏方の様子やや りとりの詳細については,拙稿 「京都まちなかの町家における住み手 と他者とのやり
とりについて 一 祇園祭の もてなしを中心として 一 」人文(京 都工芸繊維大学工芸学部)第50号,
2002年,141-166頁。








るのはいやですね。」京町家再生研究会編 『京町家の暮 らし 京町家ブックレット』1999年Q
その他引用 ・参考文献
小島冨佐江 『京町家の春夏秋冬 祇園祭山鉾町に暮らして』文英堂,1999年








写真は,個 人(複 数)提 供。
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